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西脇市総合教育会議議事録 

 

１ 開催日時 

  令和５年４月21日（金）午後５時～ 

 

２ 開催場所 

西脇市役所 大会議室 

 

３ 出席者 

 ⑴ 市長及び教育委員会 

市  長 片 山 象 三    教 育 長 笹 倉 邦 好 

教育委員 岸 本 みのり    教育委員  柴 垣 美 紀 

教育委員 藤 尾   寛    教育委員 和 多 眞 乘 

 ⑵ 事務局 

市 長 公 室 長   早 崎 育 子 

教 育 管 理 部 長   高 橋 芳 文 

教 育 創 造 部 長   足 立 英 則 

教 育 委 員 会 参 事      竹  内   誠 

学習環境規模適正化推進担当次長   鈴 木 成 幸 

   政 策 推 進 課 長   板 場 逸 史 

   教 育 総 務 課 長   池 田 正 人 

 

   

４ 傍聴者 

  傍聴人なし（非公開） 

 

５ 会議の概要 

・ 市長あいさつ 

・ 協議・調整事項 

⑴ 西脇市立学校学習環境規模適正化推進計画について 

⑵ その他 
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〇事務局 

大変お忙しい中お集りいただきまして、ありがとうございます。定刻

となりましたので、ただいまから令和５年度第１回西脇市総合教育会議

を開会いたします。本日司会を務めさせていただきます教育管理部長の

高橋でございます。よろしくお願いします。 

それでは、開会にあたりまして片山市長から御挨拶をいただきます。

市長よろしくお願いいたします。 

◎市長 

総合教育会議の開会にあたりまして、一言御挨拶を申し上げます。平

素より、教育委員の皆様方には、本市の教育行政の推進に格別の御支援

と御尽力を賜り心からお礼申し上げます。 

さて、先月３月27日、総合教育会議を開催し、学校学習環境規模適正

化に関し、教育委員の皆さんと意見交換を行わせていただきました。そ

の後、教育委員会で協議が行われ、課題を整理され具体化するための学

校学習環境規模適正化推進計画案がまとめられたと思っています。その

ために、教育委員会さんから協議を求められたことから、本日開催する

こととなりました。推進計画につきましては、子どもたちのよりよい教

育環境の整備のためということはもちろんのこと、今後の本市のハード

面やソフト面におけるまちづくりにも大きく影響するものですので、市

長部局としましても、教育委員会さんと綿密な連携のもと、推進計画を

進めていかなければならないと考えております。また、総合教育会議で

調整が行われ、一致した事項について、お互いに調整の結果を尊重しな

ければならないとされております。そのようなことも踏まえて、本日、

限られた時間ですが、皆様の忌憚のない御意見をふまえ、活発な議論が

必要だと考えておりますのでよろしくお願いいたします。甚だ簡単です

が、開会の挨拶とさせていただきます。 

〇事務局 

ありがとうございました。この後、議事に移らせていただきますが、

会議の議長につきましては、西脇市総合教育会議運営要綱に基づきまし

て、片山市長にお願いしたいと思います。市長、よろしくお願いいたし

ます。 

◎市長 

 挨拶でも申し上げましたが、本日の会議につきましては、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第１条の第４項の規定に基づき、教育委

員会さんの方から、総合教育会議の招集を求められ開催しております。

なお、本日の会議につきましても、教育委員会さんとの協議題の性質上、
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非公開とするように求められておりますので、合わせて御報告をさせて

いただきます。 

それでは、まず、議事録署名人につきまして、指名させていただきま

す。柴垣委員さんと和多委員さんの両氏にお願いいたします。議事録へ

の署名をもって、運営要項第５項第２号の会議録の承認といたしますの

でよろしくお願いいたします。 

◎市長 

引き続きお手元の次第に従いまして進めさせていただきます。次第の

２の協議調整事項⑴西脇市立学校学習環境規模適正化推進計画について

教育長の方からお願いいたします。 

〇教育長 

 ４月の定例教育委員会におきまして、西脇市立学校学習環境規模適正

化推進計画の素案を取りまとめましたので、報告と今後取り組んでいく

上での教育委員会からのお願いをさせていただきます。推進計画案につ

きましては、西脇市立学校学習環境規模適正化検討会議からの答申に基

づきまして、本市の将来を見据え、教育の受益者である児童生徒にとっ

て最適な学習環境を構築することを最優先に考え策定いたしました。策

定にあたっては、時代の変化に伴う教育課題に対応するために、学校規

模の適正化及び学校の適正配置を推進すると同時に、本市の将来を担う

子どもたちにとってよりよい学習環境を整備し、教育活動の効果を高め、

教育の質の充実を図ることを目的としております。詳細につきましては、

担当の方から説明させますが、そのあとの意見交換を通じて調整事項も

出てこようかと思いますが、確認し、その結果を教育委員会と市長が互

いに尊重することが大切であると考えております。いずれにいたしまし

ても、学校学習環境規模適正化の推進に当たっては、様々な課題が想定

されるため、教育委員会と市長部局との緊密な連携のもと、市長部局の

支援協力をお願いしたいと考えております。 

 それでは、詳細につきましては担当の方から説明させていただきます

のでよろしくお願いいたします。 

─────〔 説 明…記述省略 〕───── 

◎市長 

説明が終わりました。この計画素案につきまして、御意見や御質問は

ございませんか。 

◎市長 

 確認なのですが、30ページの調査検討会議は庁内で組織立てるという

ことですが、この定義を読めるところがあるのですね。 
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〇事務局 

 ４ページを御覧いただきたいと思います。推進計画の基本事項の中で、

４番にあります調査検討等ということで、16年間の長期であることと、

社会情勢や教育制度の改正等が予想されますので、学校や行政等の関係

者で構成する会議体を調査検討会議ということで定義をさせていただい

て、今後必要に応じて見直すということをさせていただきます。 

◎市長 

 わかりました。初めて表の下に出てくるので、小さい字でもいいので

ページ４参照など一つ入れてもらうと、説明がしやすいのかなと思いま

す。他に何かございますか。 

 では私の方からになりますが、教育委員会さんの方から要望いただき

ましたので、これについて適切に市長部局は対応するように今後も指示

をしていきます。具体的に２の２のアイウエの日程につきましては、３

部と３部の６課には、出席するように指示をします。その後の開校準備

会議への対応以下につきましても、市長部局の方で担当を決めて対応し、

この会議の趣旨にのっとった形で進めていきたいと思います。 

◎市長 

 動画を放映しますので、見ていただいた後に御意見があればお聞きし

ます。 

─────〔 動画放映 〕───── 

◎市長 

 これは、参議院の本会議で参考人質疑を議員がされて、これを基にし

て本日本会議で議決され、法案が通っています。国会で議事録が残る形

でこういうふうにされたのは本当に珍しいというか、意味があることだ

と思いますので、ＪＲの方も無視ができない状況になるのかなと思って

います。今のままだと廃線の数字が上がっていますので、そういう部分

はこういう形で進めていければと思います。参考人の皆さんも好意的な

ことをおっしゃっていただいていたかなと思います。 

 何か御意見や御質問はございませんか。ないようでしたら、本日の総

合会議で配布されました教育委員会定例会で議決されました計画案につ

きまして、協議調整されましたので、市と教育委員会が一致して執行に

当たって参りたいと思っております。あと、教育委員会さんからの依頼

事項や本会議で確認した内容のうち、地域での説明会への市長部局の職

員の出席は部長会でも協議済みですが、その他の依頼事項では部長会で

協議したうえで、市長部局と教育委員会が綿密な連携をもって、市長部

局が担う部分について着実に積極的に取り組んでいきたいと考えていま
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す。 

 それでは、西脇市立学校学習環境適正化推進計画について終わります。 

 次は、議題のその他ですが、何かございませんでしょうか。 

◎市長 

 今日の神戸新聞だったと思いますが、加東市さんが通学距離を短く変

更することがでていました。こういう近隣市町の動きは、教育委員会さ

んの方で把握をしていただきながら、原則を示したうえで柔軟に対応し

ていただければと思います。 

〇教育長 

 参議院の本会議を通ったという話を聞かせていただきまして、これか

ら事務局は計画を練りながら地域に出かけていくのですが、その説明を

するときに、通学手段は主にＪＲを主にして事務局側は説明していくの

か、バス等の交通機関も含めてどのようにするのかといった質問も出て

くると思いますが、どういうふうなスタンスで対応していくのかと思い

ます。ＪＲ一本で考えていくということで説明していくのかといった心

配があります。 

◎市長 

 あえて今日協議させていただいたのは、今あるものを有効に使わない

といけないよねということを私は強く思っています。ですので、中学校

の段階ではサイクルトレインが有効ですが、小学校になるとまた話が違

ってきますよねということで、記述の中にもスクールバスがあります。

また教育委員会事務局の方から提示があると思うのですが、丹波篠山市

さんではＪＲに乗っている学年、公共交通機関のバスに乗っている学年、

スクールバスの学年、同じ学校でも３つに分けているところがあります。 

それは、インターネットでも簡単に見れますので、そういったものも参

考にしながら進めていってもらえればと思います。 

◎市長 

 では、他にないようでしたら、事務局の方から連絡事項をお願いしま

す。 

〇事務局 

では、次回の総合教育会議の開催時期についてですが、現時点では未

定です。協議事項等をふまえまして適時事務局から調整させていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◎市長 

 それでは、これをもちまして、令和５年度第１回総合教育会議を閉会

いたします。お疲れ様でした。 
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───── 閉    会 ───── 

 

 

 

 


